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               審   査   の   要   旨 
 
近年の喫緊の課題である地球温暖化問題の解決策の一つとして、再生可能エネルギーの導入が重要視されて
いる。このような中、森林資源が豊富である我が国の特徴を鑑み、木質バイオマスエネルギーシステムに着目
した本研究は時宜を得たものである。森林資源が豊富でありながらエネルギー利用が進んでいない我が国の
現状とその打開策を、需要と供給の両面から分析を行い、目標とすべき普及率や事業の継続に必要とされる制
度や自治体の役割について明らかにした本研究からは、有益で示唆に富む結果が得られている。木質バイオマ
スを対象としたこれまでの研究は主に、工学や経済学の分野から木材の伐採・加工の実証実験、資源量・温室
効果ガス排出量・経済効果の推定などを行ったものであった。本研究のように、地域の実例に基づき川上から
川下までのエネルギー事業を対象として、継続性という観点から、事業性や組織間関係など経済・社会を統合
した観点から評価を行った研究は見られない。また、チップを燃料とする発電利用と比較して、薪・ペレット
を燃料とした熱利用に関する研究は少なく、特に家庭の小規模熱利用について全国規模で実態解明を行い、エ
ネルギーシステムの普及と継続性の検討を行った研究は見られない。 
 平成30年3月9日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び学力の確認を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
